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　薗牙紅織にPhospataseカ：存在することは從來
より生化学的に，あるいはまた組織化学的に幾多
の業蹟を見るが，その生物学的意義に関してぽ必
ずしも解明されてぽV・なV・。ここにおV・て私は紬
織化学的立場から正常人歯髄とPhosphataseと
の物質代謝方面からの研究を行った1）。即ち造歯
細胞暦が極めて多量の該酵素を含有することから
’象牙質の形成に與ることを示唆し，　またPhos－
phataseは必ずしも化骨甲州のみに早々するもの
ではなくして，爾牙におけるなん等かの新陳代謝
に必要な地位を占めることが想像された。
　しかしながらこれ等正常時における該酵素が病
的條件下に如何なる？肯長を示すものであるかを知
ることは極めて重要なことであるttcもかかわらす，
歯牙三三に関するこの方面の業蹟は殆ど見られな
V・。ここにおいて私は本実験を：意図したのである
が，さらに歯髄のみならす歯牙周囲紅織に：も及び，
正常時に存する該酵素が病態下，即ち炎症と腫瘍
に際して如何なる消長を示すかについて検索を行
った。
実験材料並びに方法
　実瞼材料は本教室夕卜來患者より得たるものにつき，次の
三群に分類して楡査した。
　　1）歯髄炎　　（4歳i～50歳♪　11例
　　2）　歯根嚢日包　　　（2⑪1畿～661畿♪　　　工2f列
　　3）健常歯肉　（18歳～45歳）　　5例
　　4）　　歯1禿1炎　　　　　（13｝畿～50｝凝）　　　　7｛列
　歯髄炎としては，カリエス2度（CL・1または（C：sJの歯髄
で炎症を起したもの，即ち田刀性歯髄炎（歯髄充血♪e潰腸
性歯髄炎，及び壌甲山歯髄炎に至る各段階について行った。
歯髄の山上方法は凶報と同じ方法を用いた。
　歯根嚢胞は検索ク）便1貞1一ヒ，小豆大または大豆大のものを
選んだ。かかる肺胞形戌の歯牙は前歯臼歯何れの場合も同
様にC：sないしCaで，抜爵直後小メスを用いて歯根より
静かに剥離して固定を行った。
　歯肉は正常なものと，歯肉炎，歯肉肥大，及び歯槽膿漏
の各例について検索した。
　実瞼方法としては前町と全く同様iGomori氏法2）によ
り，常に対照と比較楡討を行）．・，Htimatoxylin－Eosin重
染色，van　Gieson氏染色を併用して参考に資した。
　固定から染色過程までの詳系ITIは前報と全：く同様のためこ
葵　本論交の要旨は昭和27年4刀28U第6回H本「」腔科
　学会に発表した。
D松野：札医紀要2，304（昭27）。
2）　Gomori，　G．：　Am．　J．　Clin，　Path．　16，　5’47　（1946）．
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こでは省略する。
実験成績
　実瞼例‘料の年齢及び性別の差による該酵素の量的差異は
見られなかったので，総：括レた成績について述べる（Fig．1
参照）。なお木篇ではAlkali　Phospha七seのみを取りあげ
た。
ろ減少の傾向を示すを見たり，種々な様相を呈するのを
見た。
　即ちいわゆる軍純性歯髄炎に該当する炎症の極く初期に
おいては，歯髄の表面部の血腔が著明に拡張しており，か
かる拡張した血管壁には特に多量の反慮を示すを見るa’し
かしながらこのことは泄歯系111胞暦附近の拡張並びに蛇行状
を呈する毛紬併に限らず，白血球の遊走部附近の血管や，
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Fig．1．　　アルカリフォスファターービの分布
　A）歯髄炎（Fig，2，　Fig．3）：正常歯髄におけるPhos－
phataseの分布状態は，造歯紬胞，血筑示II1経騰f薩，　Weil
氏暦，歯髄固有細胞の順であることは前報で述べたが，こ
れ等各種組織に炎症が波及した度合により，あるいは著明
な該酵素の増加を憂し，あるいはまた逆に正常よりもむし
Fig．　2．　？ulPitis　（lox40）
拡帳した大血解壁においても同様に戴い反鷹を示している。
　造歯細胞について見るに，腔胞を形成し，退行性病変を
呈するもの，あるいはまた膿壌されたものにおけるPhos－
phataseはむしろやや減少の1頃向を見るが，しかし炎症竈
に接する造歯紬胞には比較的強い反応を示している。
?
Fig．　3．　Pulpitis　〈10×8）
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　糾経繊維に関しては，歯髄の炎症租度如何にかかわらず，
余り著明な量的差異を認めることが出來なかったが，少数
例において炎症音llに近い憩経繊維に少しく反1感が強く現わ
れているのも見られたcr
　血瞥から遊走した白血球や，円形系嘲包の浸潤部には一般
に該顧慮は強く現われるが，膿瘍附近に生じた結合織繊維
にはむしろ反慈度は弱い。かかる覗象は既に総懸となり，
さらに」裏疸に陥ったものにも見られ，殊に崩聡した髄腔の
内容物巾には反慮が弱いか，あるいは全く陰性どすら思わ
しめる成紅を得た。
　Weil氏暦について見るに，歯冠1部の」糠E性炎症を來し，
毛細血管の拡張している1例のみ漏したが，爾余は幽幽さ
れ，または炎症像を認め得ない例が多く，材料に供し得な
かったが，上の1例においては著変を認めなかった。
　歯髄固右系ll［胞は健常ll斜こ才Cいては町回ril該酵素の含量の
最も少ないf“Ili胞であるが，炎症に際して，その炎症の如何
なる程度によっても：量的増減を認め得なかった。
　B）歯根爽胞（Fig．4，　Fig．5）：　歯根嚢胞における
Phosphatase反磨は極めて培明であり，私が木篇で検索し
たすべての歯牙組織中で最も強度の瀬瀬を示した。
　即ち内部の肉芽組織は極めて高度に該酵素を含有し，こ
こに浸幽している白血球，及び毛細血聲壁にも前者と全く
同程度の弧い反慮を示している。
　綴暦部の上皮索にもかなり張度の反響1を見るが，本脳胞
巾最大の含量を示すのはむしる外部の結合織繊維層甲eあり，
殊にこれが歯槽骨に接する部に…密明である。
　c）歯肉炎及び歯肉肥大（Fig．6，　Fig．7＞：　健常歯肉
には多くのPhosphataseを濁しているが」さらに炎症及
び肥大によって，一般に該酵素の反晦が彗1｝強する。
　先ず健常i呼歯肉におけるPhosphataseの分布を見るに，
外縁上皮の角化暦では該反雁は蠣く，極めて痕跡的か，あ
るいはまた全く認めない1部もあった。しかしながら発芽暦
にはかなり強度の欝欝を示している。
　内線上皮は外縁上皮に比して反騰がやや劣っている。
　固有暦に才b’いては軽度の反雁を示しているが，疎懸結合
織中に介在する血塁壁，及ひ刷1経繊維等は歯髄におけるそ
れと全く同程度の一編を示している。
　以上の如き健常紅織に炎症グ）波及したもの，即ち炎症罐i
蔀附近の旧有細胞や，lfl血球浸潤：鵬円形系11i胞浸潤鵬拡
張した血轡壁等においては該反慮の弩亨強を兄る。
Fig．　4．　Radicular　eyst　（15×8＞ Fig．　6．　Gingiva　（10　x　S＞
N
??
Fig．　5．　Radieular　c：　st　（10×401
?
Fig．　7．　Gingivitis　，（10×8）
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総括並びに考按
　從來各種動物の歯髄にPhosphataseが・仔在す
るとV・う先人の業績により，私ぽ先に健常人魂髄
について紅織化学的方面から追求し，多少の差異
はあっても人においてもまた大休同様な分布1伏態
を示すことを見た。そして本篇におV・てぽさらに
歯髄のみならす，健常陶肉にもまた木成績に．見る
ような該酵素の存在を明かにすることが出來た。
　以上正常時におけるPhosphataseの分布欣～兄
からして直ちにその生物学的意義を論ずることぽ
勿論安当ではなV・が，前半におV・ていささか興味
ある所見を得た。
　ここにおいて，われわれが日常廼遇する炎症あ
るV・は腫瘍に際して，どのような鴻長を示すかを
知ることは1歯牙にお・けるPhosphataseの意義を
論ずるに当り，極めて重要なことである。
　上上Phosphataseの生物学的意義に関しては燐，含水
炭素，脂肪，類脂肪，核酸等；の物質代謝1こ関興するものと
いわれている。
　Phosphataseが化骨機榑に参興することはRobison“’），4）
により提唱されて遊敵先入進の認むるところであるが5）一
13）これ等先入のr［iにはまた歯牙におけるPhosphataseが
総て化冊機軸のみに典えるものではないことを指摘してい
る。
　炎症あるいは腫瘍とPhosphataseの関係に関する先入
の業績を見るに，　武内ユー1）は結核症につき乾酩化した呼吸
系田偏管支及び肺胞内滲出細胞の変性崩壊i部は一般に明かに
Phosphataseを含有し，乾酪化が増強拡大すると該酵素は
」裏死竈が陳旧になるにつれて減羽あるいは沿失して行くと
いい，乾酪化竈は一般に辺縁部ほど新鮮であるから從って
Phosdhat・aSe．も多いといっている。しかしながら高松・武
内15）は結核病竃におけるPhosphataSeは甚だ複雑で，∫1．
つ一定しないので今後の研究にまたなければならないとい
っている。また大乃均は人工的にタール燕を起させて，こ
れとPhosphataseの関係について見ているが，表皮系［li胞
が乳i蜘重または上皮癌となっても正常の場合と同様に常に
陰性であり，ただ問質における陽性旧邸は恐らく炎症，ま
たは表皮紬胞の腫瘍性変化と関係あるものであろうといっ
ている。　また横井17）は皮膚に切創を興えると，局所の破
媛された表皮，凝血塊，崩課した組織，硝子様変性に陥っ
た郡位に，浸潤した141血球とともに蒔く陽性を呈するのを
見ている。
　これ等ぽ要するに三三の機能の程度，または代
i謝の異常抗命の度合V・に從ってPhosphatase　の
量的増滅をきたし，ある稚度の併行関係を示し，
Phosphataseの生物学的意義を示唆するものであ
る。しかしながら石灰沈茄の低下してV・る胸f婁病
の骨に逆に健康時より該酵素が増加している事
実ユSl等からして恐らく囚縛の病的欣態，殊に代謝
異常に対する防禦的または代償的意義をも有する
ものであると思われる。
　また最近久保：lf｝）はPhosphataseの生〔物学的意義につい
て論じているが，そのrllで炎症の種類により多少異なるが，
多核白血球を主とする如き細胞浸潤湖1は強い反慮を示し，
また．鰹ﾇ都位に結合織の増殖を伶なう場合には，繊維細胞
及び結合細胞の多くは陰性である。しかし炎症の際には一
般に循環障得，組織細胞変性及び彗空殖性変化と種々なる
過程が混合してくるために寸劇様相も複維多岐になってく
る。沖って炎症爾に必ずしも常に該酵素が多量に存すると
は限らないといっている。　さらに氏はPhosphataseが炎
症に際して清畠雫化ないし組織再生等に役満11を演ずること
は疑いないといっている。
　一方歯牙関係について見るにOrban：”o）は歯髄の静」1＝遊
走細泡は，エi～噂簡瞥止しているが，外來の刺戟に応じて学舌
動を一」台y），「［1）珍／stlllO包とともに炎弄匠の際に〕亟二要なぞ受害りを演ず
ることを示1唆しており，　頻賀21）は瀬蝕断等▼（3造歯’細胞が
刺戟状態にある場合，その戒一ドのWeil氏暦では象牙質面
に対して直角に走る繊維が著明に陽性を示すことを見て，
3）　Robison：　Bioehern．　J．　17，　2S6　（1923）・
4）　Robison　＆　Soams：　Bioehem．　J．　18，　740　U　924）．
5）柳生：　日本歯科医学会縮誌22，11（1昭4）。
6）柳生：歯科医学2，1（昭6）．
7）柳生：臨床歯科7，2（昭1ω．
S）船岡：Acta．　Scholae　med，　UniV．　Jap．　K：yoto．9，
　　37，　41　｛’19．27）．
9）船岡：医海時報17，12（昭5，．
10）船岡：　Jap．　J．　Med．　ScL　VI．　Phar．（1930）．
11）茂田：歯科医学雑誌6，6，21（昭24）．
12）古市：満洲医学雑誌附録号233（昭17♪．
13）古市：満洲医学雑誌36，6，839（ll召17）．
14）武内：満洲医学雑誌41，1，15（昭19）．
］5）高松・武内：涌旨洲医学雑誌附録号363（昭17♪．
16）大月：満洲医学雑誌附録号335（昭171．
17）横井：満洲医学雑．誌附録号353（昭17｝．
1S）兇弾：満洲医学雑誌附録号291（昭17）．
19）久保：・高松：　H本病…哩学会誌33，219‘昭19）．
20）　Orban　：’　V．jsehr．　Zahnhk，　42，　336　（1926）．
21）頻賀・川合・高ill：T1　lsi歯科医1師会学術会誌143（19bO）．
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造歯紬胞に隣接する暦のPhosphataS6は細胞に本態があ
るというよりはむしろ系皿山夕トの物質：にあると考えられると
いっている、要するに．歯牙方面における業績は以上の二つ
より見ず，從って一般組織における炎症並びに腫瘍の際に
生ずるPhospbataseの沿長が，果して歯牙関係において
もi直用されるか否かは全く明かでない。
　私の戌績において見る如く　（Fig．1），歯髄や歯肉の炎症
において，炎症初期の部に該酵素の増加を認め，さらに拡
張した血瞥壁や遊走した自血球，及び系Ilt胞浸潤部にかなり
強度の反1感を示すことから，歯牙における　Phosphatase
もまた漕炎作用を営むものであることは疑問の余地がない
ことである。
　さらに造歯細胞が腔胞を．形1戎したりして退行性変化を來
したものでは逆にPhosphataseが減少していること，ま
た膿瘍附近に出來た結合織繊維にむしろ減少を見，さらに
また既に慣瘍となり，壌疵に階入ったもの，殊に崩製した
髄陛の内容物中には反慮が羽いかまたは全く陰性を呈する
こと等ゐらして歯牙における該酵素は清炎機能とある程度
まセ併行関係にあるものと解される。
歯根嚢胞につ）平見るにこの嚢胞Pま根尖性支持組織疾患
の一形態と見倣し得べく，これは先ず上皮性歯肥肉：芽ll〔匡が
出離，次いでこれが．嚢胞に変じたものと解せられている。
即ち歯根嚢胞は一種の増殖性組織であり，一般1重瘍の際に
おける噌殖と全く同様なものと考えられる。
　ここにおいて私の成績に見る如く，かかる嚢胞において
は最強度の反慮を示すことは組織再生とPhOSpha七aseの
関係を示唆するものであるが，特に魏胞の外層部，殊に歯
槽骨に接する都に著明であるζとは俄かに説明され難いこ
とではあるが，この淺胞の生成発育に俘って歯槽骨が次第
に破壌されてゆく班田から考えるに，Phosphataseはまた
この破壊吸牧になん等かの関係を有するものと思われる。
　以上私が本実験で意図した歯牙方面における
Phosphataseの生物学的意義については，前町で
燭れたごとく，象牙質及び第二象牙質の形成に輿
るばかりでなく，炎症や腫瘍に際してもかなり活
濃な活動を示’すものであるtとが示唆され元。し
かしながら断罪において糖質，脂肪，アミノ酸等
の存在22）が知られ，また現今Phosphataseがこ
れ等の代謝に参興することも知られてV・ることか
ら，歯牙におげる該酵素はさらに複雑な意義を有
するもののごとく，これ等の解明に当ってはさら
に今後の研究にまたなければならない。
結 論
　1）成人の炎症を起せる歯随，歯肉，歯根嚢胞
につv・て，そのPhosphataseの消長を紐織化学
的に槍冷した。
　2）拡張せる血管壁，遊走白血球，細胞浸潤部，
増殖組織等に著明な増加をきたつ㌔
　3）歯根i嚢胞にお・けるPhosphataseは最強度
の反響を示し，殊にその外暦部に著明であった。．
　4）これ等の成績に基づき歯牙解織における
Phosphataseの意義に関して論じた。
　　　　　　　　　　　　　　　　（闘召禾『129．　1．28受付’）
Summary
　　Distribution　and　activity　of　alkaline　phosphatase　in　dental　pulp　and　root，　and　gingiva，
were　measured　histochemically　by　Gomori’s　method　during　infiammation　and　dental　root－
cyst－
　　During　inflammation　of　pulp　and　gingiva，　the　activity　of　alkaline　phosphatase　increased
considerably，　especially　in　the　walls　of　the　inflammato：cy　blood　vesse工s，1eucocytes，　and
growing　tissues．
　　In　vacuole－degene：　ated　and　necrobiotic　tissues，　however，　the：’e　was　less　phosphatase
activity．
　　The　outer　layer　of　dental　root－cyst　had　an　extremely　higher　phosphatase　activity　when
compared　to　other　tissues．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Jan，　2S，　一lgor　4）
22）穿屋：ll本歯科医師会学術会誌161（19　o「　O）．
